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著書紹介
筆者の評価研究は，このような考え方や方法論に対する根源的な疑問に端を発している。
母語話者が持つ価値観に，非母語話者は一方的に合わせなければならないのか。母語話者の
判断というものが，果たしてそんなに特権的な地位を持ち得るものなのか。そもそも，同じ
「日本語母語話者」であってもその評価のあり方は千差万別であるはずであり，一般化され
た「母語話者評価」なるものを想定することにどの程度の意味があるのか。
本書では，日本語非母語話者が書いた「謝罪文」を母語話者が評価する際，その評価の観
点やプロセス，またその背後にある価値観がいかに多様であるかということを，量的・質的
双方の手法によって示した。また，評価プロセスの多様性の中にも一定の普遍性を見出すこ
とができることを示し，多様性と普遍性をともに説明するための「評価プロセスモデル」を
提案した。
こうしたモデルの提示は，学術的理論研究として位置づけることができるが，本書の研究
は単なる学術研究の領域にとどまるものではない。本書の研究が最終的に目指すことは，「評
価」という行為に対する根源的な問い直しを促し，それによって異なる価値観に対し寛容な
社会を形成していくことである。
母語話者は非母語話者に相対するとき，無意識のうちに自らが「特権的評価者」として，
一段高みに立ったような意識を持ってしまいがちになる。そして自らの価値観を，あたかも
自明の存在であるかのように思い，他者の言語運用に対し一方的な価値づけを行ってしまう
（そしてこのような「一方的価値づけ」は，母語話者が非母語話者に相対するときだけでなく，
社会の中の様々な場所で行われてしまっているだろう）。
しかし，いかなる価値観にも「自明」ということはない。人の数だけ価値観は存在し，あ
る者にとっての「自明」は他の者にとっての「不可解」になり得る。
自らの価値観とは異なる価値観の存在を知り，それらにも自らの価値観と同等の存在価値
があるのだということに気づくこと。多様な価値観が交錯する中で，自らの「評価」のあり
方を問い直していけるようになること。さらに，他者の価値観を忖度してそれに合わせてお
く，というのではなく，いかに時間はかかろうとも，異なる価値観の存在を理解してもらう
ための丁寧な努力を続けていけること。それは，現代の多文化共生社会に生きる者すべてが
身につけておくべき基本的素養であると言えるだろう。
「社会的評価リテラシー」とでも呼び得るこの種の基本的素養は，いかにして育成され得
るか。それこそが，本書をはじめとする一連の評価研究の課題なのである。
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